
日本気象学会1998年度秋季大会

会期：1998年10月20日（火）～22日（木）

会場：宮城県民会館（仙台市青葉区国分町三丁目3番7号）

　　仙台市民会館（仙台市青葉区桜ヶ岡公園4番1号）

当日の会場への連絡方法：大会実行委員会事務局（宮城県民会館603小会議室）

　　　　　　　　　　　　電話＆FAX：022－714－8628
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大会行事予定
A会場：宮城県民会館601（大会議室）

B会場：宮城県民会館602（中会議室）

C会場：宮城県民会館401（教養室）

D会場：仙台市民会館小ホール

シンポジウム：仙台市民会館小ホール

ポスター会場：宮城県民会館501，502（展示室）

大会事務室

休憩室

懇親会

：宮城県民会館603（小会議室）

：宮城県民会館403（和室）

：仙台市民会館展示室

　　　　　　　　　（）は講演数， 一は座長

A会場 B会場 C会場 D会場
10月20日 09：30～ 大気陸面相互作用 メソ降水系1 微量気体・物質輸送 熱帯

（火） 12：00 （11，A101～A111） （11，B101～B111） （10，C101～C110） （15，D101～D115）

一石田祐宣一 一坪木和久一 一井口敬雄一 一石島　英一

エアロゾル
（4，C111～C114）

一渡辺征春一

13：30～ 大気海洋相互作用 メソ降水系∬ エアロゾル（続） 雲物理

16：00 （14，A151～A164） （11，B151～B161） （6，C151～C156） （13，D151～D163）

一尾瀬智昭一 一永田　雅一 オゾン 一山田芳則一

（8，C157～C164）

一中島英彰一

16：10～ ポスター・セッション （A，B会場で概要紹介後， ポスター会場で講演）

17：30 （P101～P149）

10月21日 09：15～ 気候システム1 メソ降水系皿 中層大気 観測手法
（水） 11：30 （12，A201～A212） （14，B201～B214） （14，C201～C214） （9，D201～D209）

一谷本陽一一 一遠峰菊郎一 一下舞豊志一 一青梨和正一

13：00～ 山本正野論文賞・堀内賞授与、奨励金贈呈
15：00 理事長就任講演「新しい現象論一衛星観測のもたらしたもの」， 山本正野論文賞・堀内賞記念講演

15：00～ シンポジウム 「大気と海洋一地球温暖化をめぐって一』 司会：田中正之

17：00 話題提供：真鍋淑郎・須賀利雄・中澤高清 コメント：石川孝一

18：00～ 懇親会

20：00

10月22日 09：15～ 気候システム皿 中高緯度大気 放射
（木） 10：50 （9，A301～A309） （8，B301～B308） （8，C301～C303）

一山崎信雄一 一平沢尚彦一 一深堀正志一

11：00～ ポスター・セッション （A，B会場で概要紹介後， ポスター会場で講演

12：15 （P301～P348）

スペシャか切ション 大気力学 環境気象・境界層

『TR醐とその初期結果』 （19，B351～B369） （16，C351～C366）

（16，A351～A366） 一石岡圭一一 一福山　薫一

一中村健治一 一中川清隆一

一中澤哲夫一
［13：00～17：30］ ［13：30～17：30］ ［13：30～17：30］

発表件数：325件（口頭発表238，ポスター97）

講演・質疑時間：7分と2分．

大会参加費：郵便振替による前納の場合　一般会員2，000円，学生会員1，000円；

　　　　　　当日受付の場合は　　　　　一般会員3，000円，学生会員2，000円，非会員3，000円．

懇親会費　：郵便振替による前納の場合　一般会員4，000円，学生会員3，000円；

　　　　　　当日払いの場合は　　　　　一般会員5，000円，学生会員4，000円，非会員5，000円．

大会当日は混雑しますので，極力前納されるようお願いします．

なお郵便振替用紙は「天気」6月号の末尾に挿入されたものを使い，10月5日までに振り込んで下さい．

　当大会予稿集に掲載された研究発表の文章・図表を複製あるいは翻訳して利用する場合には，日本気象学会の文書による

利用許諾を得た上で出所明示して利用しなければなりません．ただし著作者自身による利用の場合は，利用許諾の申請は不

要です．

　本プログラムの記載内容に関する問い合わせは〒305－0052っく1、f市長峰H気象研究所予報研究部内講演企画委員会（FAX：0298－53－8649，

　e¶ai1：0rg一皿sj伽ri－j皿a．go．jp）まで。

44 “天気”45．9．
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　　　　　　　　　　　シンポジウム

r大気と海洋一地球温暖化をめぐって一」
日時：大会第2日（10月21日）15：00～17：00

会場：D会場（仙台市民会館小ホール）

司会：田中正之（東北大学理学部）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　趣旨
　地球表面の70％を覆っている海洋は，大気，海洋，陸域，氷圏の熱的慣性の大部分を担っており，地球上の熱輸送に大き

く寄与し，大気中の水蒸気の大部分の供給源となっている、，海面水温，海氷の広がりと厚さ，海氷上のアルベドと氷のない

領域のアルベド，海面塩分，表面の二酸化炭素分圧などの表面の各要素の変動を通じて大気との相互作用が行われている。

このように，海洋は，平均の気候状態，気候の年変化，および数千年におよぶ時間スケールの気候を決定する気候系の主要

な要素である。

　本シンポジウムでは，このような大気と海洋の相互作用の重要性を念頭におきつつ，気候変化の将来見通しや気候変化に

おける海洋の役割を大気海洋結合モデルによる計算結果をもとに，また，海洋の表面・表層を中心とした要素の長期的な変

化の実態を観測・解析結果をもとに議論し，大気と海洋の相互作用に代表される気候システムの観測・解析・モデリングに

っいての理解を深めるとともに，今後の研究・観測の展望を議論することを目的としている。

基調講演

・「地球温暖化における海の役割」　　　　　　真鍋淑郎（地球フロンティア研究システム）

・「北太平洋における大規模大気海洋相互作用」須賀利雄（東北大学理学部）

・「炭素循環における海洋の役割」　　　　　　中澤高清（東北大学理学部）

コメンテーター

・「西太平洋域に見る海洋の年々変動」　　　　石川孝一（函館海洋気象台）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究会のお知らせ
　　大会期間中とその前後に以下の研究会が予定されています．詳しい案内はプログラムの最終ページをご覧下さい

・『気象学に開かれゆく世界』　　　　　　　　　・極域・寒冷域研究連絡会
・メソ気象研究会　　　　　　　　　　　　　　　・第15回IGBP／GA田研究会

講演企画委員会からのお知らせ
ポスター発表に関する注意事項（重要！）
●ポスターの掲示場所はポスター会場の壁面で、一人当

たりの幅は約1mとなっています。高さについては、床
面から天井（約2．5m）までがすべて使えます。

●ポスターの掲示の際、テープ類や釘は使用禁止です，，

押しピンまたは画鋲を各自で用意して下さい。

●ポスターの掲示可能時間は、

　・第1日の発表者は10／2009：30－10／2112：30

　・第3日の発表者は10／2112：30－10／2215：00
とします。

ロ頭発表の講演時間
　告示の際にもお知らせしたとおり、今回から口頭発表

に「第1種／第2種」の区別はなくなり、一人当たりの
発表時問は、全時間を申込件数で等分した重）のを目安と

して講演企画委員会が決定することとしています。、

　今回については、講演時間を7分・質疑時間を2分と
いたしますのでよろしくお願いします，，

春季大会の予告
　1999年度春季大会は，1999年4月26日（月）～28日（水）

に気象庁とKKR東京で開催されます．大会告示は「天気』

12月号に掲載します．

　春季大会の発表申し込み締め切りは1999年2月中頃とな
る予定です。

　この大会は過去2回と同じく、一般発表と特定のテー
マに基づく専門分科会とから構成されます。一般発表は

原則としてポスターとしますが、ポスター会場のキャパ

シティに限界があることと、アンケートに寄せられた意

見の中に、口頭による一般発表を希望する声があったこ

とから、部分的に「口頭による一般発表」を導入するこ
とを検討しています。

　発表方法は講演申込時に選択できるようにしますが、

必ずしも希望通りにはならない可能性があります。

　なお、現在、専門分科会のテーマ及びコンビーナーを

募集しています（締切は10月14日）ので、ふるってご応
募下さい，，募集要項は「天気」8月号に掲載されていま
す，，

1998年9月 45
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大会第1日〔10月20日〕 09：30～12：00

（＿は講演者を表す． ［S］ニスライド使用予定，［V］ニVTR使用予定）

A会場
大気陸面相互作用

　　　　　　　　　　　　座長：石田祐宣（弘前大理工）

A101澱・高田久美子（国立環境研）他3名　気候研
　　究用の陸面過程モデル”融TSIRO”の開発

A102㈱・江守正多（国立環境研）　陸面過程モデ’レ

　　”甑TSIRO”の流域水収支による検証
AlO3醐（気研・環境）　陸面過程モデルと流出モデノレの結

　　合について
A104↓↓劇（東北大理）　陸面モデルによる（IAME／Siheria

　　タィガ林でのフラックス推定（序報）

A105灘（気研・気候），佐藤康雄（気研・環境）他1名
　　気候モデルを用いた大気中CO・濃度の変動と大気一植

　　生相互作用の関係に関する数値実験

A106騰（東北大名誉教授）　各種植生地における
　　蒸発散量観測のまとめ
A107藏鐡（資環研），篠田雅人（都立大）植生指数と乾

　　燥指数にぷる乾燥地域の分類
A108鼠1癒慕・安成哲三（筑波大地球）他1名　モンコ“ノレにおけ

　　る気候の季節変化への地表面一大気相互作用の役割

A109繍（東北大理），檜山哲哉（名大水圏研）他2名

　　風向に沿った土地被覆の変化による影響を考慮し
　　た広域地表面フラックスの推定

A110鰍・阿部彩子（東大気候システム）他1名　6千年前

　　のサハラにおける大気一植生相互作用の検討

Am灘（フライプルク大），浦野明（大成建設）　日本

　　の近世以降の土地利用変化がもたらした局地的な

　　気候変動

B会場
．メソ降水系1

　　　　　　　　　　　座長：坪木和久（名大水圏研）

B101囎↓（気研・物理）　日本海降雪雲内における降
　　　水以外の水物質のリトリーバル

mO2浅井冨雄（科学技術振興事業団），繊（名大水
　　　圏研）　冬季日本海の収束帯に発生するメソスケール低気

　　　圧の多重構造と発達メカニズム

BlO3醐（福島大教育）　冬季筋状雲付近の運動場に

　　　ついて

B104繍・小林文明（防大地球）他1名　冬季北陸地
　　　方における雷雲の構造と落雷の形態

B105道撚（防衛庁），紫村孝嗣（防大）他1名　1997／
　　　98冬季雷雲下の車両搭載電界計による移動観測結

　　　果［V］

B106簾・川島正行（北大低温研）他1名　噴火湾に発
　　　生する筋状雲の数値シミ・レーション

B107鳳（北大低温研）　中緯度スコールラインの数値実験

　　　一その周期的変動と慣性重力波の励起一

B108点騰・津田敏隆（京大超高層）MUレーダー・RASSに

　　　よる対流圏界面付近の重力波・乱流の微細構造の観

　　　測

B109蹴・上田博（北大院理）他3名　層状性降雨の
　　　特性に関するドッフ”ラーレータ㌧観測

Bl10繍・加藤輝之（気研・予報）他3名　気象研究所
　　　非静力学モデルによる層積雲の数値シミ・レーション

BIl1蟻・木村龍治（東大海洋研）他1名　開聞岳に現

　　　れた笠雲とその周囲の大気の鉛直構造

　　　　　　　　　　ポスター・セッション〔10月20日〕16：10－17：30
　　　　　　　（発表者はプログラム3べ一ジ目のrポスター発表に関する注意事項』お読み下さい）
概要紹介（1件1分以内）の後，ポスター会場で講演を行う．講演者はポスターに表題と著者名を明記して下さい．

概要紹介：A会場　　　　　　司会：松山　洋（都立大）　　　　　について

P101撫・篠田雅人（都立大理）他2名　アフリカ、サヘル地

　　域の土壌水分量のモデルによる再現

P102繍（東北農試），萩野谷成徳（気研・物理）　チペット

　　高原の地表面熱・水収支（1）土壌水分量による検証

P103鰍（都立大理）　再解析気象テ㌧タによる海洋
　　の跡ルギー輸送推定の予備評価

P104圃鵬（科学技術振興事業団），高村民雄（千葉大環

　　境リモセン）GMS5の日変動データによる地表面温度の推

　　定
’
P
1
0 5嚇・村田功（東北大理）他1名　高高度気球搭
　　載光学オゾンゾンデのゴンドラの揺れの問題

P106燃・松田佳久（東大理）　回転球面上における

　　発散性乱流
P107撫（lnst．G1・ba1ChangeRes・），T・Takeda
　　　（名大水圏研）Frontal　Collapse　and　Collisions

　　i　n　Unbalanced　Frontogenes　i　s　Mode1：t　he　ro　l　e　o　f

　　geostrophic　adjustment
P108↓購（通総研），福西浩（東北大院理）他2名

　　OH大気光で観測された中間圏界面における砕け波

plOg繍（NASDA／EORC），住明正（東大気候システム）
　　乾燥空気の熱帯域への侵入現象の気候学的特徴
P110醗（京大理），山中大学（神戸大自然）他6名　インド

　　ネシア高層観測データに基づく赤道大気の解析（序報）

PIll窺麗蹴（気象衛星セ）　対流圏上層の負の渦度と弱

　　い熱帯低気圧の発生
円12襯璽・川村宏（東北大院理）　日本南方海域にお

　　ける停滞する台風に対する海面水温応答一広域SST

　　降下と台風へのフ仁ドバックの可能性一

PIl3撒菱（お茶の水女大・人間文化）　北太平洋北西

　　部における台風の平均像について
P114燃・木戸瑞佳（名大STE研）他3名　北極圏・二一オ
　　ルセンにおける冬季地上大気中のアンモニア濃度一2

1）115撚・長田和雄（名大STE研）他2名　冬季北極大

　　気中の無機臭素化合物の挙動

PIl6騰（資環研）　全球移流拡散モデルを用いた二
　　酸化炭素の発生源の推定

46 “天気”45．9．
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大会第1日〔10月20日〕 09：30～12：00

（＿は講演者を表す．［S］ニスライド使用予定，［V］＝VTR使用予定）

C会場微量気体，・物質輸送

　　　　　　　　　　　　　　座長：井ロ敬雄（京大理）

C101鰍・横田達也（国立環境研）他3名　ILASデータ
　　処理アルゴリズムのVersion4改訂に向けて

C102鰭・笹野泰弘（国立環境研）他3名　H、ASで観
　　測された冬～春期極渦内外でのオゾン及び窒素酸化

　　物の挙動について

C103漁・村山昌平（資環研）他2名　渦相関法によ
　　るCO、・H20フラックスの長期測定

C104鰍易（国立環境研），中澤高清（東北大理）他5名
　　西シペリア上空における大気中CH、，CO，N、0濃度の時間

　　的空間的変動
C105責棚（東北大理），橋田元（極地研）他9名　大気
　　球を用いた南極成層圏大気のクライオジェニックサンフリング

　　実験
C106繊・木田秀次（京大理）　3次元輸送モデルを用
　　いたシミュレーションによる大気CO、収支の研究

C107騰・田中浩（名大水圏研）　放射性トレ…サ…
　　によるエアロゾル化学輸送モデルの検証

C108臓（東大気候システム），岡本創（通総研鹿島）他3

　　名　炭素系・硫酸塩・土壌性エアロゾルのモデリングー全球

　　分布と季節変動

C109繍旦・木田秀次（京大院理）　3次元化学輸送モデ
　　ルを用いた対流圏硫酸エアロゾノレ分布の数値シミルーション

C110齢・田近英一（東大理）　氷期・間氷期変動にお

　　ける大気CO、濃度の制御要因

エアロゾル

　　　　　　　　　　　　座長：渡辺征春（名大STE研）

C111轍雄（北大低温研），高橋庸哉（北教大）他3名
　　On　ab　i　l　i　t　ies　of　NO3－　i　n　so　l　i　d　prec　i　p　i　tat　i　on

　　participating　in　long　range　transportat　ion

C112礁・吉田耕治（名大水圏研）　霧の形成初期段階
　　におけるエアロゾル粒子の化学組成の変化

C113辻騰・石坂隆（名大水圏研）他2名　乗鞍岳にお

　　ける霧水中及び大気中有機成分の特性

C114醐・石坂隆（名大水圏研）　大気中のガスによる

　　酸性霧の形成過程に関する数値実験

D会場
熱帯

　　　　　　　　　　　　座長：石島　英（琉球大理）

D101糠（茨城大院理工），長谷部文雄（茨城大理）
　　　赤道太平洋域における大気力学過程の解析
［）102撒・山中大学（神戸大自然）他6名　インドネシアに

　　おける対流性降水雲に関する研究（第1報）

DlO3㈱・山中大学（神戸大自然）他6名　インドネシアに

　　おける風速場の季節・経年変動の観測

D104㈱（気研・気候）GMSマ艀〆ル雲量テ㌧タによる

　　対流活動日周期変化と半日周期変化

D105撒（通総研），C．R．Williams（NOAA　Aeronomy
　　l、ab．）他1名　NOAA太平洋ウィンドフー’ロファイラネットワークを用

　　いた熱帯降雨の解析
1）106鶴（気研・台風），米山邦夫（海洋科学技術セ）他3

　　名　　rみらい」ドッフーラーレーダー等を利用した熱帯海

　　洋上メソ解析の試み

DlO7㈱（気研・台風）NDからみた台風における
　　積乱雲の日変化（その2）

［）108猟義（気研・台風）　発生期の台風9507号（JANIS）

　　の内部構造と環境風

D109欄（気象庁海上気象），石川孝一（函館海台）他

　　1名　西部熱帯太平洋で発生した水温負偏差と台風

　　9626号について
正）110N．T．Servando・蘇（琉球大理）　A　Numerical

　　StudyonthelntemctionofTwoTropicalCy－
　　c　lones　wi　th　the　Nondi　vergent　Baro　tropic　Mode　l

D111箇畿・平口博丸（電中研）他1名　台風の再現性
　　に関するNCARコミ・ニティ気候モデルの相互比較

D112繊（気研・台風），斉藤和雄（気研・予報）他1名

　　気象研究所非静力学モデルを用いた台風の数値実験
　　（序報）

D113燃（気研・台風）　精度評価に基づいた台風ホ㌧ガ

　　ス改良の試み

Dl14繍（東大院理）　熱帯低気圧モデルにおける
　　対流のノ・∩ラメタリセ㌧ションーKuoのノ寸ラメタリセ㌧ションの改善PA

　　RT3一
正）115撒（東大理）　東西非一様な海面水温の下で
　　のスーハ㌧クラスターと惑星規模の東進重力波

［ポスターセッション（続き）］

P117騰（東京商船大），杉本伸夫（国立環境研）他
　　日本における黄砂のライダーネットワーク観測1997，1998

P118撚（気研・環境），加藤真規子（気研・物理）他7名

　　草から微粒子の再飛散（風洞及び野外実験）

P119鰍（気研・環境〉，松枝秀和（気研・化学）他6名

　　インドネシア及び北部オーストラリア上空での一酸化炭素濃度

　　観測
P120撫（國學院大／NASDA・EORC），小川利紘（NASl）A／

　　EORC）　極渦内外の波動活動

P121鰍・北和之（東大理）他　航空機観測された空
　　気塊の組成による分類と気象学的指標との比較

L）122蹴・柴田隆（名大STE研）他3名　チベット高原上

　　空に発生するオゾン極小域～拉薩におけるライダーおよ

　　びオゾンゾンデ観測～

1）123繍（気研・予報）　ニューラノレネットワークによる降水量予

　　測（序報）

Pl24繍・一柳錦平（防災科研）他8名　雪形の現状
　　と科学的な意味について

P125樵（気象庁数値）　1次元変分法を用いたTOVS
　　放射データの同化

1998年9月 47
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大会第1日〔10月20日〕　13：30～16：00
（＿は講演者を表す．［S］＝スライド使用予定，［V］ニVTR使用予定）

A会場
大気海洋相互作用

　　　　　　　　　　　座長：尾瀬智昭（気研・気候）

A151獺（気象庁エノレニーニョ監視セ）　気候の監視と予測

　　のための海洋テ㌧タ同化～海面高度観測の導入～

A152宇都宮好博・燃（気象協会）他2名　デジタル化
　　された神戸コレクションの活用

A153繰義（気研・台風），眞鍋輝子（気象庁海上気象）

　　北太平洋における海上気象の長期変動
A154撫（東北大院理），武田広幸（ジヤステツク）他1名　昇

　　温期の北太平洋亜寒帯域海面水温の上昇を抑制す
　　る下層雲の放射強制
A155騰（エナジシェアリング），田中正之（東北大）　一年

　　氷の熱力学成長に関する数値シミュレーション

A156↓購（気研・気候）　1959－1975年におけるエノレニーニ

　　ョがアジアモンスーンにおよぽす影響

A157繍・小林ちあき（気象庁エルニーニョ監視セ）エルニーニョ

　　現象時に海面水温が太平洋熱帯大気循環へ及ぼす

　　影響
A158F．一F．Jin（Univ．of　Hawaii），騰（東大気候システ

　　ム）他1名　環太平洋10年規模振動における中緯度一

　　熱帯相互作用
A159繍・木本昌秀（東大気候システム）　海面水温偏
　　差に対する大気の応答：（1）エルニーニョ時の非断熱効果

　　の3次元分布

A160鰍（都立大），謝尚平（北大地球環境）　環大西
　　洋の大気海洋相互作用場における10年スケール変動

A161蘇（北大地球環境），谷本陽一（都立大地理）他1
　　名　熱帯大西洋南北シーソー振動：自励振動，それとも

　　強制振動か
A162鰯（気研・気候）海面水温の季節変化におけ
　　る大気海洋相互作用　一その1：地域差異と大陸加熱

　　の影響一
A163鼠鳳猿・B．Wang（ハワイ大）他1名　全球SSTの十年

　　から数十年スケールの変動
A164↓繍（東電エネノレギー環境研），八牧幸子（富士通）他

　　1名　太平洋海面水温の自然変動と温暖化の空間ハ「

　　ターンの類似性（3）モデル間の相互比較

B会場
メソ降水系n

　　　　　　　　　　座長：永田　雅（気象庁数値予報）

B151騰（京大防災研），武辺正就（福岡管区）他1名

　　1997年10月14日，九州北中部で発生した強風災害に

　　ついて
B152騰・山岬正紀（東大理）熱帯のスコーノレクラスターのモデ

　　ルにおける雲氷生成量の評価方法と霰の表現につい

　　て
B153膿（名大水圏研），藤吉康志（北大低温研）他2名

　　発達中のスコールラインのドップラーレーダ観測

B154繍・真木雅之（防災科研）他3名　1996年7月
　　3日，スコーノレラインの事例解析（その3）

B155朧（気研・予報），新野宏（東大海洋研）　1997

　　年7月9日の出水豪雨の発生・維持機構について（序

　　報）

B156縢（気研・予報）　1998年8月4日新潟地方で発
　　生した豪雨の発生機構について（速報）

B157灘（長崎大環境），壺井美花（長崎大総合情報セ）

　　他2名　長崎半島付近で発生したライン状降雨一1997

　　年7月11日一

B158㈱・上田博（北大隣理）他16名　　Analysis　of
　　Prec　ipi　tat　i　ng　Mesoscale　Systems　Us　ing　D　iag－

　　nostic　Items　on　Data　of　the　Baiu　Season　in

　　Nagasaki，　1997

Bl59蕪（東大気候システム）梅雨前線のCloud　Clus－

　　terに及ぽす中緯度擾乱の影響

B160繍（山口大農），米山邦夫（海洋科学技術セ）他1
　　名　1998年5月30目に「みらい」ドッブ’ラーレーダーで観

　　測された梅雨前線内で発生した降水システムについて

B161繊（気研・衛星）　1996年7月5日千葉市周辺で発

　　生した竜巻親雲の気流構造一変分法を使った解析一

　　　　　　　　　　ポスター・セッション〔10月20日〕16：10－17：30
　　　　　　　（発表者はプログラム3べ一ジ目の『ポスター発表に関する注意事項』お読み下さい）

概要紹介（1件1分以内）の後，ポスター会場で講演を行う講演者はポスターに表題と著者名を明記して下さい．

概要紹介＝B会場　　　　司会：藤部文昭（気研・予報）　　　　　におけるG醐E／TIBETラジオゾンデ集中観測

P126繍・後藤伸寿（高度情報科学技術研究機構）他
　　3名　並列化気候モデルの特性評価（第1報）

P127騰・増田耕一（都立大理）他1名　　「再解析」4
　　次元同化データによる全球水収支一流域陸水貯留量

　　の季節変化一
P128且鷹（電中研），木村富士男（筑波大）他2名　首
　　都圏の土地利用変化に伴う地域気候変化
P129猟（京大超高層），山中大学（神戸大自然）他2
　　名　インドネシア西スマトラ州における降水量の季節内変動

P130繍・平口博丸（電中研）他5名　地球温暖化に
　　伴う東アジア地域の気候変化予測（2）CSM／RegCM2．5を

　　用いた梅雨期の気候シミ・レーション

P131遠藤便巌・中田彩子（筑波大）他6名　チペット高原アムド

P132騰・加藤真規子（気研・物理）他1名　対流境界
　　層の風洞実験
P133繍（気研・予報）中規模の流れに対するEkman
　　Pumpingの公式
P134繍彦（京大防災研），塚本修（岡山大理）他　GAME
　　／Tibetにおける接地層観測（概説）
P135欄（東北大理）レーダーアメダス解析雨量データによ

　　る冬季の降水量分布特性
P1：36点欄・上田博（北大院理）他15名　1997年7月8日

　　西彼杵半島に強雨をもたらした雲の発達過程

P137酒井亮太（大阪管区），繍（気研・台風）　1994
　　年9月22日の宮城県の大雨（2）

48 “天気”45．9．
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大会第1日〔10月20日〕 13：30～16：00

（＿は講演者を表す．［S］ニスライド使用予定，［V］ニVTR使用予定）

　　　　　　　　　　C会場
エアロゾル［続き］

C151蹴哲・柴田隆（名大STE研）他4名　ラマンライダーによる

　　対流圏エアロゾル消散係数・後方散乱係数の測定

C152繍（名大STE研），林政彦（福岡大理）他5名
　　ピナツポ火山噴火以後の成層圏エアロゾル層：粒子数濃度

　　の経年変動
C153轍・林田佐智子（奈良女大）他2名　Il。ASがと

　　らえた1996／97年冬季北極域PSCの特徴と空間分布
c154鰍・藤原玄夫（福岡大理）他8名　Ny－Alesund
　　における成層圏エアロゾルのラィダー観測一1994年～1998

　　年，火山性成層圏エアロゾルの動向一

C155撒・林政彦（福岡大理）他7名　気球搭載型Ol）C
　　による北極域，赤道域成層圏エアロゾノレ層の観測一赤道

　　域成層圏における粒径分布一
C156撫・藤本敏文（気研・衛星）他11名　全球ラィダー
　　ネットワークを用いた成層圏工一ロゾル層の観測

オゾン

　　　　　　　　　　　　座長：中島英彰（国立環境研）
C157塞騰・田中浩（名大水圏研）　名古屋上空におけ
　　るオゾンおよびその関連物質の変動

C158撚（京大防災研〉，村松久史（名城大理］二〉　都
　　市域とその周辺におけるオゾン濃度の変動

C159繍・北和之（東大理）他　秋季大西洋域上部対
　　流圏での窒素化合物の分布
C160蜘・小川利紘（NASDA／EORC）他7名　1998年4月

　　における対流圏上部13kmまでの大気微量成分の航
　　空機観測
C161繍（国立環境研）　1次元結合モデノレにおける臭
　　素系反応のオヅン定常値およびその変動に及ぼす影

　　響
C162灘・近藤豊（名大STE研）他3名　1996／1997年
　　冬季北極成層圏の脱窒の機構
C163騰（福井県立大），神沢博（国立環境研）　北半
　　球冬季のオゾン変動一1998－97年の比較一

C164撚（気研・環境）　南半球高緯度の極夜のオゾン全

　　量

　　　　　　　　　　D会場
雲物理

　　　　　　　　　　　　座長：山田芳則（気研・物理）

D151縢・早坂忠裕（東北大理）他5名　冬季北極域
　　　における雲及び赤外放射の観測

D152繍（大阪府教育セ），梶川正弘（秋田大工学資源）

　　他3名　北極域における厳冬期の水蒸気・エアロゾル・雪

　　結晶の研究（WANTS－ARCTIC）一スウェーデン・キノけでの氷晶

　　核・エアロゾルの観測（その2）一

1）153繍・川戸典子（埼玉大教育）他2名　低温度で
　　　自由落下中に成長する雪結晶の形態［S］

Dl54撒戴・播磨屋敏生（北大院理）他1名　雪片粒径

　　分布の地域特性
L）155村上正隆（気研・物理），燃（新日本気象海洋）

　　他5名　山岳性降雪雲の観測車による移動観測（そ

　　の1）
Dl56漁隆・宮尾みずほ（気研・物理）他3名　山岳性降
　　雪雲に対する小規模シーディング実験（その1）

D157轍・村上正隆（気研・物理）他　航空機によ
　　る山岳性降雪雲の内部構造の観測（1）

D1581囎・村上正隆（気研・物理）他　山岳性降雪雲
　　内の雲水量と風向・風速との関係

Dl59灘・板野稔久（防大地球）他7名　関東地方夏
　　季対流雲に対する液体炭酸による種撤き実験につ

　　いて
D160繍・遊馬芳雄（北大院理）他2名　航空機に
　　よる梅雨期の雲の微物理観測

D161繍・村上正隆（気研・物理）他　JACCS地上観測

　　で得られた巻雲の微物理構造

D162繍・伊藤千晴（秋田大工学資源）　ライダーによ

　　る飛行機雲の観測（その2）

D163騰・川野哲也（九大理）他1名　タィ・チェンライにお
　　けるアジアモンス」ン雨の降水システムービデオゾンデ観測

［ポスターセッション（続き）］

P138賑（地球フロンティア）雲物理モデノレと雲物理ノ・ラメタ

　　リセ㌧ションの比較その1：雲物理モデノレにおける衝突併

　　合過程の計算について

p139騰・村上正隆（気研・物理）他　雲粒子ゾンデに
　　おける捕捉率の較正（1）：降雪粒子に対する捕捉率

P140繍・遊馬芳雄（北大院理）他3名　北極域のレ
　　ーダーからの雲氷量の見積り方法の検討

P141撚・野村竜一（気象庁数値）他　メソ数値モデ1レ相互

　　比較実験フuロジェ外COMPARE　Case　III一台風の強度予

　　報を目指して一（その1）実験結果の検証と相互比較
P142燃数・青梨和正（気研・予報）他　（lpS気象学1997

　　年夏っくば特別観測で解析された（lpS可降水量の誤

　　差に関する考察

円43騰・田中豊顕（気研・衛星）　光散乱による雨
　　雪判別（第2報）一自然降水への適用一

1）144灘・宮下春奈（東理大理）他4名　大気用カーボン

　　モニターの性能実験

1）145轍・直江寛明（気研・物理）他1名　チペットに
　　おける自動気象観測（7）西チペットにおけるAWS観測

1）146繍・橋口浩之（京大超高層）他3名　ミリ波ドッフい

　　ラーレーダーを用いた大気運動の観測法の開発

1）147勲・藤坂貴彦（三菱電機）他4名　35GHz帯マグネ
　　トロン雲霧レーダーのコヒーレント信号処理

1）148蹴・柴田隆（名大STE研）他2名　大気分子の偏光
　　解消度と検出器の受光スベクトノレの関係

1）149轍・永井智広（気研・衛星）他2名　ラマン散乱を

　　利用したラィダーによるオゾン観測
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大会第2日〔10月21日〕

（＿は講演者を表す．

09：15～11：30

［S］ニスライド使用予定，［V］＝VTR使用予定）

　　　　　　　　　A会場

気候システム1

　　　　　　　　　　　座長：谷本陽一（都立大地理）

A201撫（弘前大理工），浅井冨雄（科学技術振興事

　　業団）他3名　チペット高原とその東方における ヒ層雲

　　の日変化の位相について

A202謡彦・牛山素行（都立大）他2名　出島（長崎）に

　　おける19世紀前半の気象観測記録（1）一小氷期終了

　　前後の気候変動解明に向けて一

A203繍・三上岳彦（都立大）他2名　出島（長崎）に

　　おける19世紀前半の気象観測記録（2）一長崎におけ

　　る観測回数が平均気温に与える影響一

A204蹴（農環研）　1998年の冷夏予測結果と農作

　　物被害

A205騰・高橋正明（東大気候システム）　夏の天候不順

　　と地球温暖化

A206山元龍三郎・繍（気象協会関西）極端に激し

　　い降雨現象の統計的空間スケールの算定

A207難（気研・台風），岩倉晋（気研・環境）　気候デ

　　ータベースの利用について（第3報）

A208購照（気研・気候）　太平洋北アメリカノ・ターン（1）NA）／

　　西太平洋バ’ターン（WP）が強く見られるエルニーニョ年の熱帯

　　西太平洋における特徴

A209蹴（仙台管区），礒部英彦（気象庁気候情報）

　　統計的に見たENSOと世界の気温・降水量との関係

A210村上多喜雄（ハワイ大名誉教授），繍（東大地理）他1

　　名　西部北太平洋（WNPM）と東南アジア（SEAM）におけ

　　る夏のモンスーンの比較

A211蹴（気象庁数値）　物理過程改良によるアジアモンス

　　ーンの再現改善へのインノ・’クト

A212撫（弘前大理工），玉置篤志（弘前大院理）　熱

　　源としての亜熱帯前線帯が大気循環に及ぼす影響

　　について

　　　　　　　　　B会場

メソ降水系皿

　　　　　　　　　　　座長：遠峰菊郎（防衛大地球）

B201顯（気研・予報）　1998年1月関東地方降雪時の

　　地上温度解析

B202磁・中村一一（気研・予報）他　1998年1月8日の南

　　岸低気圧による関東の大雪一メソスケール場の解析一

B203（1．一W．Lee（Kyungpook　National　Univ．），蹴（気

　　研・予報）他3名A　Heavy　Snowfall　Event　Occurred

　　i　n　the　Kanto　Pla　i　n　from　Jan．8　to　9，1998：　Mean

　　and　　Turbulence　　Characteristics　　of　　Cloud

　　Systems

B204騰（気象庁数値），関東メソ解析グルーフ’1　関東地

　　域メソ解析フ’コジェクト：気象庁10kmモデルを用いた同化予

　　報実験

B205灘（気研・予報），山田和孝（気象庁数値）他1名

　　関東地域メソ解析フ’rロジェ外，非静力学モデルによる予報

　　実験（序報）

B206漬繍（気研・環境），斉藤和雄（気研・予報）　MRI－

　　NHMによる局地前線の数値実験

B207鎗杢骸・小林文明（防大地球）他2名　1997年8月下

　　旬の北関東（前橋周辺）における雷雲発生の特徴

B208燃・小林文明（防大地球）他1名　相模湾にお

　　ける下層大気のヘリコフ“ター観測一1998年3月の観測結

　　果一

B209風巳贔彦・奥山和彦（気象協会）他1名　発雷の大気

　　環境一関東地方における発雷・無発雷日の比較一

B210駄・鈴木修（気研・衛星）他3名　非降水エコーの出

　　現特性：大気環境I

B211鵬・三木貴博（群馬大教育）他1名　夏期の北

　　関東域の対流活動と水蒸気変動（1）

B212棚・遠峰菊郎（防大地球）　関東地方の対流雲の

　　発達に与える地形の影響

B213繍（気研・環境）　1997年12月7日から9日にかけ

　　て関東地方に発生した霧（1）霧の発生域と気象解析

B214繍（気研・環境），栗原和夫（気象庁気候情報）　1

　　996年10月29日から31日にかけて関東地方に発生し

　　た霧（4）気象庁日本域スペクトルモデル高解像度版による

　　数値実験
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大会第2目〔10月21日〕

　　　　　　　　　　（＿は講演者を表す．

　　　　　　　　　　C会場

中層大気

　　　　　　　　　　　　座長：下舞豊志（京大超高層）

C201麟（京大超高層），B．Balsley（コロラド大）VHF／

　　UHFレータ㌧で観測された鉛直流の緯度変化

C202㈱・津田敏隆（京大超高層）GPS掩蔽法を用

　　いた大気重力波による温度変動のグローバノレ分布

C203鰍・山崎孝治（北大院地球）　成層圏残差循環の

　　長期変動について

C204鷹（茨城大院理工），長谷部文雄（茨城大理）他

　　2名　赤道成層圏東西風QBOにおけるオゾンフィードハ“ック

　　の効果一CCSR／NIES　AGCMを用いた解析

C205㈱（京大超高層）　中緯度域下部成層圏にお

　　ける準2年周期振動の時間・空間構造

C206嚥・廣岡俊彦（九大理）他2名　　オゾンホーノレシミルー

　　ションに基づく大気大循環変動の評価

C207鰍・岡林昌宏（東北大理）他1名　上部成層圏に

　　おけるオゾン高度分布の波状構造

C208撚・宮原三郎（九大理）　非静力学2次元モデル

　　　による内部重力波シミュレーション4一現実的な背景風中の

　　重力波上方伝播一

C209轍・佐藤薫（京大理）　南極域重力波のテ㌧タ解

　　析

C210燕・宮原三郎（九大理）他1名　中層大気大循

　　環モデル中の潮汐波変動の解析

C211嚥・宮原三郎（九大理）他1名　大気大循環モデ

　　ル中の大気潮汐波の解析

C212撚・廣岡俊彦（九大理）他1名　大気大循環モデル

　　　中の10日波の出現特性について

C213熱銭（九大理）　南半球における停滞性ロスビー波

　　　の励起源について

C214蕪・小寺邦彦（気研・気候）　南半球の二年周

　　　期変動について

09：15～11：30

［S］＝スライド使用予定， ［V］＝VTR使用予定）

　　　D会場

観測手法

　　　　　　　　　　　　座長：青梨和正（気研・予報）

D201磁（極地研），木津暢彦（高層台）　気温急変時

　　に於ける高層ゾンデのアネロイド気圧計のエラーについて

D202撫・小司禎教（気研・予報）他2名　1998年5－6

　　月つくば市におけるマイクロ波水蒸気ラヂオメータによる可

　　降水量のグラディエントの観測（序報）

D203鰍（防災科研），青梨和正（気研・予報）他2名

　　（IPSアレイ観測による水蒸気水平分布の高時問・空間分

　　解能な検出手法について

D204繍・松井一郎（国立環境研）他1名　高分解のライダ

　　ーによる雲，エアロゾルの散乱ハー1ラメータの測定

正）205燃・杉本伸夫（国立環境研）　小型ミー散乱ライダ

　　ーによる大気構造の連続観測（皿）

D206濾・小林博和（電中研）他1名　温室効果気体セ

　　ンサIMGの大気赤外放射スヘロクトルの検証

D207磁（富士通），川村宏（東北大理）他2名　　GMS

　　S－VISSR画像データによる広域日射量及び海面水温の

　　推定及び解析

D208㈱・松並淳（東工大環境物理工）他2名　散乱

　　光を高精度補正した直達日射量の測定とひまわり

　　可視画像との関連

D209蝋（東北大理），H．C．Graber（マイアミ大）他4名

　　ADEOS／NSCATによって観測された海上風ベクトルと海

　　洋気象ブイテ㌧タとの比較
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大会第3日〔10月22日〕　09：15～10：50
（＿は講演者を表す．［S］ニスライド使用予定，［V］ニVTR使用予定）

　　　　　　　　　A会場

気候システム皿

　　　　　　　　　　　　座長：山崎信雄（気研・気候）

A301繍・高原光子（日大生産工）閉鎖生態系の動態一

　　酸素濃度21％は偶然か？

A302磁（東大気候システム），杉本敦子（京大生態研）　水

　　の同位体循環モデルを利用した大陸スケール水循環の研

　　究（2）一季節変化と陸面過程一

A303撫（気研・気候）Tiedtke積雲対流スキームのMR1－

　　」猷GCMへの導入

A304谷貝勇・繍（防災科研）他1名　観測時間間隔

　　の粗さによって生じる全球格子点データの誤差につ

　　いて

A305舗・栢原孝浩（防災科研）他5名　防災科研にお

　　けるG㎝の開発とAMIPHへの参加について

A306職（気研・気候）　太平洋海面水温の自然変動と

　　温暖化の空間パターンの類似性（4）何故似るのか

A307吉川郁夫・繍（気象庁エルニーニョ監視セ）他4名　大

　　気海洋結合モデル空海川Aによるエルニーニョ予測実験

A308湯欄・松浦知徳（防災科研）他2名　高解像度大

　　気海洋結合モデルによって再現されたENSOと台風

A309醗（電中研），F．Giorgi（NcAR）NcAR－ccM3放

　　射モデルを用いた地域気候モデルの開発

　　　　　　　　　B会場

中高緯度大気

　　　　　　　　　　　　　　座長：平沢尚彦（極地研）

B301翻（気研・予報）　日本の南岸で急速に発達した

　　冬の低気圧1994年2月21日の事例解析

B302鎗撚（衛星セ）　急発達する房総沖低気圧

B303繊・板野稔久（防大地球）他1名　衛星データ

　　を用いた極低気圧に伴う雲の解析

B304遊騰・福田陽子（北大院理）他4名　ノルウェー海海上

　　のホ㌧ラーローの航空機観測

B305欄・若土正暁（北大低温研）　オホーツク海におけ

　　る海氷の動態　一NOAA　AVHRR画像を用いた海氷漂流

　　速度の解析一

B306騰・中村尚（東大院理）　冬の極東アジアモンスーン域

　　における南北熱輸送の経年変動

B307騰・野原大輔（筑波大地球）他1名　現実大気の

　　順圧成分に見られるプロッキングの解析的研究

B308鋤彦（極地研）　南極大陸の内陸におけるプロッキ

　　ングの観測

C会場放射

　　　　　　　　　　　　座長：深堀正志（気研・物理）

C301肱創（通総研鹿島）　非球形粒子の光散乱：氷粒子

　　とエアロゾル

C302騰・増田一彦（気研・衛星）他1名　大気補］Eに

　　おける視野角近傍の雲の影響

C303畏騰・河本和明（東大気候システム）他1名　衛星搭

　　載マイクロ波放射計と可視・近赤外放射計から得られた

　　雲微物理量について

C304騰越（奈良女大理），中島映至（東大気候システム）航

　　空機観測データによる海洋性低層雲の物理量の推定

C305輔・藤吉康志（北大低温研）　冬季オホーツク海沿

　　岸域のエアロゾルの光学的特性について

C306漁・青木忠生（気研・物理）他1名　大気一積雪

　　系の多重散乱モデルによる紫外域日射量に与える積

　　雪面の影響

C307靴・田口彰一（資環研）　代替フロン物質の地球

　　温暖化係数（GWP）評価に関する研究：皿

C308繍・青木忠生（気研・物理）他3名　2．0μmに存

　　在するCO、吸収帯の半値半幅の測定
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　　　　　　　　　　ポスター・セッション〔10月22日〕11：00－12：15
　　　　　　　（発表者はプログラム3べ一ジ目のrポスター発表に関する注意事項」お読み下さい）
概要紹介（1件1分以内）の後，ポスター会場で講演を行う．講演者はポスターに表題と著者名を明記して下さい．

概要紹介：A会場　　　　司会：小泉　耕（気研・予報）

P301甑（気研・気候）　非球形粒子の散乱方程式の
　　数値計算（2）

P302重顯（気大）　対流圏界面に捕捉された中間規
　　模波動のトンネル効果（2）

P303趙澱・近藤豊（名大STE研）他3名　Seas・nal　and

　　latitudinalvariation・fhydrogencyanide
　　observedat19．5－67．90Nusingground－based
　　infrared　solar　spectroscopy
P304榎翻・松田佳久（東大院理）　ロスビー波束の低緯度
　　反射のメカニズム

P305燃・住明正（東大気候システム）他1名　　Role・f

　　Transient　Vorticity　Fluxes　in　the　Maintenance

　　of　　Interannual　　East　Asian　　Summer　Monsoon

　　Anomal　i　es　－A　D　iagnost　ic　Compari　son　of　1993

　　and1994
P306撚（気研・台風）　1998年春～夏の熱帯太平洋
　　の循環場と台風発生との関係
P307武田喬男・蠣（名大水圏研）他1名　台風の雲活
　　動に見られる周期的な時間変化一（IMS　split　wind・w

　　channelデータの解析一
P308鰍・橋口浩之（京大超高層）他7名　インドネシア・スマ

　　トラにおける境界層レーダー観測

P309欄（福島大教育），立花義裕（東海大文明）他15名
　　1998年アジアモンスーンの変動とその特徴

P310田丸英樹（千葉大環境リモセン），風購（科学技術振興

　　事業団）他1名GMS5号S－VISSR可視域センサの感度変化

P311轍男・永尾一平（名大水圏研）他1名　名古屋と
　　御在所岳における大気オゾン濃度の動向，その比較

P312醗（名大水圏研），佐藤和秀（長岡高専）他3名
　　　東南極沿岸部雪氷コア中の非海塩起源硫酸イオンおよ

　　び硝酸イオン濃度の変動特性

P313権彌・岩坂泰信（名大STE研）他2名　ライダーによっ
　　て観測された韓国ソウノレのエアロゾル

P314騰・長田和雄（名大STE研）他3名　初冬季から
　　春季にかけての自由対流圏エアロゾル中の化学成分

P315騰・下田昭郎（電中研）　ADEOS衛星搭載温室
　　効果気体センサIMGの標準フHロダクトの評価

P316礁・柴田隆（名大STE研）他6名　ラィダーによる
　　カナダ北極圏Arctic　Hazeの観測（3）

P317礁（資環研），魚崎耕平（気象協会）

　　冬季高濃度汚染目の気象構造
P318灘・松永捷司（名大STE研）他6名

濃尾平野の

北極航空機
　　観測（AAMP98）による北半球中・高緯度の下部成層圏
　　一対流圏の硫化カルボニノレ（COS）の濃度分布

P319燃・山崎孝治（北大地球環境）　対流圏界面の
　　季節変動と圏界面付近の物質輸送の見積もり
P320繍（東大地理），沼口敦（東大気候システム）他1名　（l

　　AME　IOP期間のアジアモンスーン域の大規模場の概況（速報）

P321繍・佐藤康雄（気研・環境）他1名　気象研究
　　所局地気候モデル（120km格子）σ）性能評価

P322繍・柴田清孝（気研・気候）他3名　気象研究
　　所共通気候モデノレによるAMIPHラン

P323撚（地球フロンティア），田中直実（筑波大環境）　シペ

　　リアにおける植生インデックスの気候学的分析

P324樵（東北大地理）　東アジア及び東南アジアにお
　　けるコーノレドサージの変動と熱帯大気の反応

概要紹介：B会場　　　　司会：野沢　徹（国立環境研）

P325騰（弘前大理工）　自然対流時における粗度
　　物体配置の顕熱輸送量に与える影響（2）一粗度物体

　　の高さと間隔比一
P326燃（福井県立大），小島覚（富山大理）　北方針
　　葉樹林帯の活性化の特徴
P327騰・加藤真規子（気研・物理）　WAVELET解析で
　　みた乱流の微細構造（4）一風洞実験との比較

P328繍・木田秀次（京大院理）　複数都市存在下に
　　おけるヒートアイランド循環と海風循環の相互作用に関す

　　　る数値実験

｝）329鰯・上田博（北大院理）他1名　石狩平野を想
　　定した海風の数値実験
｝）330鞭・橋口浩之（京大超高層）他5名　境界層レーダ

　　ーとソーダーを用いた大気境界層の同時観測

P331藤翻（気研・予報）　日本における強雨発現頻
　　度の目変化
｝）332武田喬男・聞鰍（名大水圏研）他10名　長崎半島

　　からのびるハ“ンド状エコーの形成と発達過程～1997年7

　　月の長崎・天草観測～
P333騰（地球フロンティア）雲物理モデノレにおけるbulk

　　法とparticle法の比較その1雲水の生成と雨水の
　　生成（wam　rain）

P334轍・前川泰之（大阪電通大）他4名　Lバンド境
　　界層レーダーによる若狭湾沿岸における冬季雷雲観測

P335煎販齪（気研・気候），小林ちあき（気象庁気候情報）

　　他2名　ブロッキングの持続と総観規模擾乱との関係に

　　ついて
t）336撒・系正義（三菱電機）他4名　地上用雷電探

　　知装置における事例検索による発雷予測確度改善

P337縢（気研・気候）MRI／Jmg8モデルの並列化
P338撚・田中博（筑波大地球）　現実大気の順圧成
　　分に対する予測可能限界の研究

P339撒・松本直記（慶磨高校）他1名　学校気象ネット
　　ワークの構築

｝）340撫・内山明博（気研・気候）他3名　気象研究所
　　JACCS／ACROS（航空機雲放射総合観測システム）による層

　　積雲微物理特性のリモートセンシングと検証

P341燃（地球フロンティア），沼口敦（東大気候システム）

　　SSM／1テ㌧タを用いた雲水総量の季節変動の領域別特

　　性の解析

P342鰍（防災科研）　TBBが一40℃の雲の高さは？
｝）343朧（資環研）　NDVIの簡易測定

｝）344村治能孝・撒（エナジシ・アリング）他3名　簡易型放

　　射温度計による地表面温度測定にっいて

｝）345騰・森厚（東京学芸大）他2名　PCを使った微
　　小スケールの気象観測［PCによるデモあり］

｝）346橋口浩之・繍（京大超高層）他4名　可搬型Lハ“

　　ンド下部対流圏レーダーの開発

｝）347繍・山本衛（京大超高層）他1名　MUレーダー干渉

　　計法を用いた鉛直流の研究丁9708の観測
P348繍・神崎隆男（電中研）　移動型ラスレーダの開発
　　一単一音波ノベノレスによる温度フロロファイルの観測方法一
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大会第3日
（＿は講演者を表す．

　　　　　　　　　A会場

スペシャル・セッション

『熱帯降雨観測衛星（丁酬翻）とその初期結果』

　　　　　　（13：00～17：30）

〔10月22日〕午後・～17：30
　　　　　　　　率）開始時刻はセッションによって異なります

［S］ニスライド使用予定，［V］＝VTR使用予定）

　　　　　　　　　　　　座長：中村健治（名大水圏研）

Intr．鰍（名大水圏研）　TRMMの概要とデ…タにつ

　　　いて

A351」㈱・清水収司（NASDA／EORC）他3名　TRMM／PRの

　　　地上レーダによる初期検証（石垣・宮古TRMMキャンヘーン実

　　　験）

A352轍・佐藤晋介（通総研）他5名　石垣・宮古TRMMキャ

　　　ンベ「一ン実験（IMCET）一衛星搭載降雨レーダと航空機搭

　　　載降雨レーダとの比較一

A353撫（NASDA／EORC），鈴木靖（リモートセンシング技術セ）他2

　　　名　TR㎜降雨レーダによる降雨観測と雨量計との比

　　　較

A354㈱・古川欣司（NASDA／EORC）他1名　チペット高原

　　　に設置したNASDAドッブ「ラ・レーダによる熱帯降雨観測

　　　衛星（TR㎜）の検証

A355繍・矢野敏彦（JAMSTEC）他8名　　　rみらい」

　　　ドップラーレーダーによるTRMMとの同期観測

A356嶋，M．Hirose（名大水圏研）他1名A　l）reliminary

　　　Comparison　of　TRMM－PR　with（lround－based　DSD

　　　Data

A357購・上田博（北大院理）他4名　中国大陸上の
　　　梅雨前線を対象としたTR㎜搭載降雨レーダ検証実験

A358燃（気研・気候）VIRSによる雲情報とPR／丁
　　　皿による降水情報の比較

A359撒・吉橋幸子（大阪大院）他1名　雷活動の
　　　衛星観測と地上観測による検証

　　　　　　　　　　　　座長：中澤哲夫（気研・台風）

A360繍・斉藤和雄（気研・予報）他12名　’98東シナ海

　　　・九州特別観測（X－BAIU－98）の概要とTRMM比較観測

　　　の速報

A361㈱・柴田彰（NASDA／EORC）他2名　TRMM／TMl
　　　による海面水温観測［V］

A362燃（NASDA／EORC）　TRMM／VIRSを用いた雲微物理
　　　ハラメータ解析

A363甑（気研・予報）　衛星搭載マイクロ波放射計テ㌧タ

　　　を用いた梅雨前線帯の解析（序報）

A364㈱（桜美林大），川野哲也（九大理）他2名　　アジア

　　　モンスーン降水機構の研究

・A365騰（気研・台風）　1998年前半に台風はどうし

　　　て発生しなかったのか

A366灘（国立環境研）　97／98エノレニーニョ終息期の地球を

　　　めぐる降水活動

　　　　　　　　　　B会場

大気力学（13：30～17：30）

　　　　　　　　　　　　座長：石岡圭一（東大・数理）

B351一・余田成男（京大院理）　0次元エネル

　　ギー収支モデルにおける確率共鳴（stochastic　reso－

　　nance）

B352舗・石渡正樹（北大院地球）　東西一様基本場に

　　於ける慣性不安定のメカニズム

B353勲（防大地球），石川裕彦（京大防災研）他1名

　　負の渦度を持つ軸対称準地衡流の線形安定性解析

B354灘（九大・応力研）波の共鳴として考えるシア

　　ー不安定

B355繊（地球フロンティア）2次元成層シアー流非線形

　　安定性解析結果に対する考察

B356灘（東海大教養）　熱対流がローレンツ・カオスになる

　　条件

B357礁（八代高専），羽田亨（九大院総理工）　対

　　流ハー’ターン形成に及ぽす大規模鉛直流の場の影響

B358薦（東京学芸大）　底面での局所的な冷却によっ

　　て生じる2次元の流れ（続報）一回転の効果と成層の

　　効果一

B359撚（東大海洋研），森厚（東京学芸大）　水平対流

　　の相似解とヒートアイランド循環の形成機構

B360繍（京大理），石岡圭一（東大数理）他2名　回

　　転球面上の減衰性2次元乱流における周極渦の形成

　　［V］

B361繍・余田成男（京大理）成層圏周極渦を想定し

　　た準周期的な流れ場におけるカオス的混合

B362繊雄・玉木克美（福岡大理）　定常な環状傾圧

　　波の数値実験

B363欄・余田成男（京大理）　対流圏界面付近の物

　　質移動と長周期変動
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大会第3日

（＿は講演者を表す．

〔10月22日〕午後・～17：30
　　　　　　　　＊）開始時刻はセッションによって異なります

［S］＝スライド使用予定，［V］ニVTR使用予定）

　　　　　　　　　　　　　　　C会場

　　　　　　環境気象・境界層（13：30～17：30）

B364繍（ワシントン大）　中層大気版CCM3の赤道域下部

　　成層圏に入射するRossby波　一伝播・作用・Rossby

　　重力波の励起一

B365繍（京大理），山家孝司（アノレモニコス）他1名　全球

　　三次元プリミティブモデルを用いた冬季成層圏循環の表

　　面地形依存性に関するハ。ラメータ実験

B366醐（気研・予報）　等価深度の浅いモードの初

　　期値化：線形化した動的初期値化

B367蹴・松田佳久（東大理）金星の高速東西流に

　　ついて（2）一順圧不安定と子午面循環を考慮した10

　　層モデノレー

B368↓騰（名大水圏研）金星の惑星スケーノレ重力波と

　　Cloud　Feedback　Heatinglこついて

B369餓鳳愛・向井正（神戸大自然）他1名　Mars　Imaging

　　Camera（MIC）での観測計画；火星の朝霧・夕霧の観

　　測

　　　　　　　　　　　　　座長＝福山　薫（三重大）

C351繍（材ン情報研・神戸電波）　気温，相対湿度に

　　　よる大地震の前兆現象（H）一1948年6月28日の福井

　　　地震一

C352撒（NASDA／EORC），近藤豊（名大STE研）他6名

　　　SONEX期間中に上部対流圏で測定された航空機排気

　　　のNOx　Emission　Index（2）

C353繍・岡田菊夫（気研・環境）　東京国際空港にお

　　　ける卓越視程と相対湿度の関係

C354騰（上越教大自然），岡本理絵（群馬県西部教
　　　育事務所）　高知県足摺岬における山本の大気混濁

　　　係数βの最近50年間の変動

C355点蹴・山澤弘実（日本原研）他1名　ETEXテ㌧タを

　　　用いた長距離拡散モデルの検証

C356騰・Sanga－Ngoie　K．（三重大生物資源）他1名

　　　伊勢湾周辺における夏季の光化学オキシダント汚染の空

　　　間・時間変化について

C357職・松井一郎（国立環境研）他5名　ジャカルタに

　　　おける大気境界層のヲイダー観測

C358鞭（滋賀県立大），広田知良（北海道農試）ネパ

　　ールヒマラヤにおける自動気象観測とフラックス算定の試み

　　　　　　　　　　　　座長：中川清隆（上越教育大）

C359騰・石川裕彦（京大防災研）他　　GAME／Tibet

　　1998年集中観測データを用いた地表面エネルギー収支の

　　解析（序報）

C360繍（名大水圏研），GAME－Tibet境界層グルーフn

　　GAME－Tibet境界層観測における乱流特性量の解析
　　　（速報）

C361轍（気研・物理）　不安定対流混合層内におけ

　　る乱流渦の生成過程

C362騰（上越教大自然）ストリートキャニオンのアルベドの

　　数値シミュレーション

C363繍・濱嵜孝弘（東北農試）他1名　水田水温に
　　関する基礎的研究一稲の生育が水田水温に及ぽす影

　　響の定量的な評価一

C364鰍（防大地球）　トラハ㌧ス法による広域地表面

　　熱収支の実測

C365徽・小林隆久（気研・衛星）他3名　境界層レー

　　ダーを用いた”局地前線”の鉛直構造の解析

C366灘・高橋正明（東大気候システム）　冬の岡崎平野

　　における低温化～なぜ岡崎は寒くなるか？～
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　　　　　　　　　　　　　研究会のお知らせ
大会期間中とその前後に以下の研究会が予定されています．興味のある方はご自由にご参加下さい．

シンポジアムr に　かれ のお　　せ
日時：1998年10月19日（月）午後2時～5時

　　　（秋季大会の前日午後）

場所：宮城県民会館（日本気象学会秋季大会のA会場）
テーマ1：共通概念としてのr対流』をめぐって

（講演者）柳澤孝寿

　　　　吉村宏和
　　　　酒井孝太郎
　　　　新野　宏

固体地球から

宇宙から

海洋から

大気から

テーマ2：地球フロンテイア研究システムの概要

　　（講演者）松野太郎

主催：日本学術会議気象学研究連絡委員会世話人グループ

メソ　　　　　ム

日時：10月19日（月）14：30～18：50

場所：B会場（宮城県民会館602）

テーマ：局地前線の形成と運動
趣旨：

　局地前線はシャープな日変化を起こしたり、しばしば
顕著なメソ現象のトリガとなるなど、毎日の天気予報に
とっても油断のならない予測対象である。また、下層の
大気質を支配する因子として大気汚染の予測にも重要で
ある。

　これまで局地前線は数値予報の対象外としてその予測
の判断は予報官の経験に委ねられてきた。しかし、局地
循環の再現はメソ数値予報の改善のために避けて通れな
い問題である。数値予報モデルは解像度が向上し物理過
程の表現も改善されており、局地循環や局地前線をあら
ためて予測対象として取り上げる時期である。
　局地前線の形成には大気地表面相互作用や地形が深く
かかわっている。スコールラインなどの内部構造として
形成される場合もある。また、密度差のために重力流と
して特殊な振る舞いをする。
　今回のメソ気象研究会では多様で複雑な局地前線に焦
点をあてて、その形成（または変質）や運動のメカニズ
ムを整理するとともに、数値モデルの改良や実際の予報
の改善方法なども含め今後の研究課題について議論する。

［後半］座長：里村雄彦（京都大学大学院理学研究科）

・萬納寺信崇（気象庁数値予報課）　気象庁数値予報モデ

ル局地前線は（どのように）表現されるか？

・新野宏（東京大学海洋研究所）　局地循環と重力流の力
学

・安田延壽（東北大学大学院理学研究科）他熱的局地循

環の鉛直スケールのパラメータ化
・斉藤和雄（気象研究所）　海洋性大陸上の日変化性対流

の数値シミュレーション

・里村雄彦（京都大学大学院理学研究科）熱帯山岳地帯
（ノ）スコールライン

［総合討論］座長：岩崎俊樹（東北大学）

　　　　　　〔コンビーナー：岩崎俊樹（東北大学）〕

日時：10月22日（木）17：30頃～2時間程度

場所：B会場（宮城県民会館602）
1）一般講演：

・吉村悟（東北大学大学院）

グリーンランド海およびバレンツ海におけるCO、循環に関する研究

・山崎剛（東北大学理学部）

寒冷域陸面過程のモデル化とシベリアヘの適用
・菅原敏（宮城教育大学）

北極圏航空機観測（AAMP98）における微量気体観測

2）南極観測第6期5力年計画に向けての討論

代　表：木村竜治（東大海洋研）

世話役：平沢尚彦（極地研）

　　　　高田久美子（国立環境研）
　　　　阿部彩子（東大・気候システム）

　　　　浮田甚郎（地球フロンティア）

　　　　中村尚（東大・理）

　　　　本田明治（地球フロンティア）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15口IGBPGAIMムのおせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下記の日程で第15回のGAIM研究会を開催します。
講演　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開催日時：1998年10月23日（金）午前9時30分～12時

［前半］座長：藤部文昭（気象研究所）　　　　　　　　　　場所：東北大学

・中田隆一（気象庁予報課）　関東地方の局地不連続線と　　　内容：招待講演（45～60分）と自由発表（20～30分）

大気汚染　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詳しくは、大会会場に掲示します。

・中三川浩（仙台管区気象台）他仙台平野に現れる局地
前線　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究会では、地球圏と生物圏との問の相互作用を研究さ

・甲斐憲次（名古屋大学）他ライダーネットワーク観測れておられる方の講演を募集いたします。希望者は、19
から明らかにされた，ダスト前線の都心通過現象一19　98年10月12日（月）までに、講演題目をFAXかe－mai1でご連

95年8月一　　　　　　　　　　　　　　　　　　絡下さい，、
・藤部文昭（気象研究所）メソ前線の日変化と“暖気侵

入型海風”の気候学的特徴　　　　　　　　　　　　　　講演申し込み先：

・吉門洋（資源環境研究所）　冬季関東地方に生ずる局地　　　〒305　つくば市天王台1－1－1

前線の観測的研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　筑波大学生物科学系　及川武久
・清野直子（気象研究所）　寒冷前線接近時に生じる局地　　　　（TEL＆FAX）0298－53－6661

前線の鉛直構造　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（e－mai1）　toecolo9＠saku「a．cc．tsukuba．ac．jP
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